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　7月より中途採用で勤務させていただくことになりました水内輝
と申します。未経験からのスタートで至らない点等ご迷惑をおか
けするかと思いますが、中央会の一員として一日でも早くお役に
立てるよう努めて参りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

新入職員紹介新入職員紹介



3団体の令和4年度通常総会が開催されました！

　6月29日、ホテル札幌ガーデンパレスにおいて、北海
道官公需適格組合協議会の通常総会が開催されました。
　山田会長の挨拶の後、議案審議に入り、令和3年度事業
報告・収支決算、令和4年度事業計画・収支予算など全て
の議案を満場の賛成により原案どおり可決しました。任
期満了に伴う役員改選では、会長に山田 耕作氏（千歳市
環境整備事業協同組合）が再任されました。
　懇親会では、各組合での取組や各業界の現状などについて情報交換が行われるなど活発な交流が行われ、
官公需適格組合制度の更なる普及と発展を確認し、閉会しました。

北海道官公需適格組合協議会

　7月8日、プレミアホテル中島公園札幌において、北海
道中小企業組合士会の通常総会が開催されました。
　総会では、鈴木会長が開会の挨拶を行い、議案審議では、
令和3年度事業報告・収支決算、令和4年度事業計画・収
支予算など全ての議案を満場の賛成により原案どおり可
決しました。任期満了に伴う役員改選では、会長に鈴木 
英弘氏（北海道税理士協同組合）が再任されました。また、
全国中小企業組合士協会連合会からの表彰状及び感謝状が会員2名に対し贈呈されました。
　引き続き、研修会は2部構成で開催され、第1部は、株式会社商工組合中央金庫札幌支店次長の桑原 賢
一氏を講師に迎え、「組合とIT 〜DXを目指して〜」をテーマに、全国の先進事例等の紹介説明がありました。
続く第2部では、株式会社ビーエムの整理収納アドバイザー 渡部 夏代氏から「生産性向上・業務効率化のた
めの整理整頓術 〜より快適な職場環境を目指して〜」と題した講演が行われました。
　研修会終了後の交流懇談会では、新会員の自己紹介が行われるなど会員同士の親睦を深めました。

北海道中小企業組合士会

　7月12日、ホテルポールスター札幌において、北海
道中小企業青年中央会（道青中）の通常総会が開催され
ました。
　安藤会長の開会挨拶後、議案審議に入り、令和3年度
事業報告・収支決算、令和4年度事業計画・収支予算な
ど提出された全議案が満場一致で承認され、任期満了に
伴う役員改選では、会長として新たに間島 且人氏（北海道二輪車商業協同組合）が就任しました。
　続く講習会では、第1部に全国中小企業青年中央会（全青中）前会長で道青中理事の大久保 髙明氏から「コ
ロナ禍での全青中の活動について 〜全青中会長として2年間取り組んだこと〜」と題し講演がありました。
第2部では「コロナ禍で青年部が取り組んだこと」をテーマにグループディスカッションが行われました。
　交流懇談会では、全青中記念式典表彰の賞状伝達式が行われたほか、全青中大久保前会長と道青中安藤前
会長へ間島新会長から退任の記念品が贈呈されるなど、盛会のうちに終了しました。

北海道中小企業青年中央会

間島新会長
大久保全青中前会長（左）、
安藤道青中前会長（右）
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　5月30日、石狩新港機械金属工業協同組合（美
馬 剛理事長、組合員33社）の創立40周年記念式
典が京王プラザホテル札幌において約100名の
出席のもと開催されました。本来は令和3年度の
開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の
影響から1年の延期となり、この度の開催となり
ました。
　第1部の記念講演は、「再エネの地産地活で描
く石狩湾新港地域の未来像」と題し、石狩市長 加
藤 龍幸 氏による講演が行われました。第2部の
記念式典では、美馬理事長が開会挨拶を述べた後、
功労者・永続組合員・職員へ永年にわたる功績を
たたえ、表彰状が授与されたほか、石狩市の社会
福祉事業への寄付金贈呈等が行われました。第3
部の祝賀会では創立40周年を記念して作成され
た動画「創立40年のあゆみ」が放映されるなど、
盛大に執り行われました。

N O M T OI F R A I N

北海道労働局からのお知らせです

美馬理事長

石狩新港機械金属工業協同組合
創立40周年記念式典を開催！
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組合運営実務講習会を開催します 中小企業組合検定試験対策

　全国中小企業団体中央会による中小企業組合検定試験は、今年も12月4日に札幌市での実施を予定してい
ます。
　中央会ではこの試験に向けて、「組合運営実務講習会」を次のとおり開催します。参加を希望される方は、
今月号のニュースレポート中央会に同封された申込書によりお申し込みください。
　受験予定者に限らず、組合運営の実務についてより深く学びたいという方の参加も歓迎いたします。

　7月20日、デ・アウネさっぽろビルにおいて、中小
企業魅力発信セミナーを開催しました。このセミナー
は、中小企業基本法の公布・施行日である7月20日
が「中小企業の日」と制定され、7月の1か月間が「中
小企業魅力発信月間」とされていることから、これを
記念し開催したものです。新型コロナウイルス感染症
防止対策のため、Zoomによるオンライン参加を併用
したハイブリッド形式で行われました。
　当日は、中小企業基盤整備機構北海道本部 本部長の富樫 透氏から開会の挨拶があり、続いて、株式会社
ヒューマンライフ 代表取締役で中小企業家同友会全国協議会 幹事長の中山 英敬氏から「高校生がつくる地
域の未来 〜中小企業振興条例で地域課題の解決に挑む〜」と題して、中山氏が携わった福岡市田川町の中小
企業振興基本条例の制定の経緯や、地元の高校生を巻き込んだ条例推進の事例について基調講演が行われま

した。講演の後は参加者でグループに分かれ、中山氏への質疑応答や「自社・
自組織で地域の未来のために取り組んでいること」のテーマでグループ討論が
行われ、活発な議論が交わされました。
　グループ討論終了後は、北海道中小企業家同友会 代表理事の池川 和人氏か
ら本セミナーのまとめがあり、北海道中小企業総合支援センター 理事長の阿
部 啓二氏の閉会挨拶により終了しました。

2022 中小企業魅力発信セミナーを開催しました

講師の中山 英敬氏

一般社団法人 北海道中小企業会館�
会議室A
（�札幌市中央区北1条西7丁目プレスト1・7 2階）

月　日 9月14日（水） 9月15日（木） 9月16日（金）

科　目 組合制度 組合運営 組合会計

・�1日の講義時間は10：00〜13：00（前半）、14：00〜17：00（後半）の6時間です。
・�前半は基礎的な知識、後半は試験問題の傾向と対策等について講義します。
・�科目を選択して受講することもできます。

開催月日と内容

会　場

北海道中小企業団体中央会�
（担当：企画情報部）

TEL：011-231-1919

お問合せ先
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　「中小企業組合検定試験」は、中小企業組合（事業協同組合、企業組合、商工組合やこれらの組合の連合会）の事務
局の役職員を対象に職務知識に関する試験を行い、試験合格者の中から3年以上の実務経験を有する方に、「中小
企業組合士」の資格を与える制度です。
　中小企業組合にはガバナンスの充実や社会からの信頼が求められており、社会的責任を果たすために、組合運
営の経験と専門知識を備えた人材が必要不可欠です。組合業務に携わるすべての役職員の方々に挑戦していただ
きたい資格です。
　ここでは、3つの試験科目のうち、「組合制度」の分野から一部抜粋して問題を出題します。昨年12月に実施され
た検定試験では、「組合制度」の合格率は66.3％でした。ぜひともチャレンジしてみましょう。

問1　次の設問について、400字以内で記述しなさい。

（設問）
　中小企業組合の組合員の権利義務について述べなさい。

問3　�次の文章は、中小企業組合について述べたものである。各設問中の A 及び B に入る
適切な組み合わせを選択肢①〜④の中から選びなさい。

（設問1）
　組合として法人格を取得するためには、設立の A をしなければならない。組合は、主たる事務所の所
在地において設立の A をすることによって成立する。したがって、組合の成立日は、行政庁により設立
の B を得た日ではなく、 A を完了した日である。

①　A：認可　　B：登記
②　A：登記　　B：申請
③　A：登記　　B：認可
④　A：認可　　B：申請

（設問2）
　組合は、理事会の A を経て理事長の委嘱によって、学識経験のある者を B とし、常時組合の重
要事項に関し助言を求めることができる。しかし、 B は、定款上の任意機関であり、組合の役員ではない

問2　�次の文章は、中小企業基本法からの抜粋である。文中のA〜Fに入る正しい語句を語群①〜⑳の中
から選びなさい。

（中小企業者の努力等）
第七条　中小企業者は、経済的 A 環境の変化に即応してその事業の B を図るため、自主的にその
経営及び C の向上を図るよう努めなければならない。
2　中小企業者の事業の D のための組織その他の中小企業に関する団体は、その事業活動を行うに当たつ
ては、中小企業者とともに、 E の実現に主体的に取り組むよう努めるものとする。
3　中小企業者以外の者であつて、その事業に関し中小企業と関係があるものは、国及び地方公共団体が行う中
小企業に関する F の実施について協力するようにしなければならない。

〔語　群〕
①創業　　　　②政策　　　③商店街　　④連携　　⑤社会的　　　⑥理想　　⑦共同店舗
⑧成長発展　　⑨共同化　　⑩個人　　　⑪連動　　⑫取引条件　　⑬安定　　⑭基本理念
⑮施策　　　　⑯理想的　　⑰文化的　　⑱概念　　⑲顧客　　　　⑳支援

中小企業組合検定試験に挑戦！（組合制度編）
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問4　�次に掲げたAからCは、「中小企業等協同組合法」「中小企業団体の組織に関する法律」の条文である。
下線が引かれた箇所の内容について、正しいものは○印、誤っているものは×印で解答しなさい。

A．中小企業等協同組合法（経費の賦課）
第十二条　組合（企業組合を除く。）は、定款の定めるところにより、組合員に経費を賦課することができる。

B．中小企業等協同組合法（自由脱退）
第十八条　組合員は、九十日前までに予告し、事業年度の終において脱退することができる。

C．中小企業団体の組織に関する法律（解任）
第五条の二十一　役員は、いつでも、総会の決議によつて解任することができる。
2　前項の規定により解任された者は、その解任について正当な理由がある場合を除き、協業組合に対し、
解任によつて生じた損害の賠償を請求することができる。

ので、組合の執行機関となることはできない。したがって、参考人として総会又は理事会で意見を述べることは
差し支えないが、その A に加わることはできない。

①　A：運営　　B：相談役
②　A：決議　　B：顧問
③　A：出席　　B：代理人
④　A：協議　　B：参与

（設問3）
　監事は、 A 又は組合の使用人であってはならない。なぜならば監事は、会計監査又は業務監査を通じ
て A を監督すべき地位にあり、組合の使用人は、 A の監督下、事務を執る立場にあるので、監事
の B 禁止としている。

①　A：事務局長　　B：兼職
②　A：事務局長　　B：兼任
③　A：理事　　　　B：兼任
④　A：理事　　　　B：兼職

（一部本会で加筆のうえ掲載）

問1
　組合員が組合員たる資格において組合に対して有する権利は、組合員が経済的利益を直接に享受することを内容
とする自益権と、組合員が組合の運営に関与することを内容とする共益権とに大別できる。自益権は、組合員が単
独で行使できるもので、組合事業・施設の利用権、剰余金配当請求権、出資口数減少請求権などがある。共益権
は、単独組合員権と少数組合員権に分かれる。前者は組合員が一人で行使できうる権利で、議決権・選挙権をはじ
め、理事会議事録の閲覧謄写請求権、理事会招集請求権などがある。後者は総組合員の一定割合の組合員が共同し
て行使するもので、役員改選請求権、総会招集請求権のほか、会計帳簿の閲覧謄写請求権などの情報開示を求める
権利があり強化されている。組合員の義務は、出資義務、経費・使用料・手数料負担義務、定款・規約・総会決議
遵守義務などがある。
問2　A：⑤、　B：⑧、　C：⑫、　D：⑨、　E：⑭、　F：⑮
問3　設問1：③、　設問2：②、　設問3：①
問4　A：○、　B：○、　C：○

答え
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　前回ニュースレポート6月号の業界こぼれ話 第72回目において 青果業の話と題し、生鮮品を
扱う中央卸売市場、地方卸売市場の流通の仕組み、生鮮価格の決定の仕方、についてご紹介させて
いただきました。
　第2回目となる今回は市場で扱う野菜・果物の産地、品種、栽培方法などについてお話ししたい
と思います。

日本の食料自給率と気候

　『日本は食糧輸入国であるため、食糧自給率が低く、国内
で消費される食品や食品原材料の多くの部分を輸入に頼らな
くてはならず、特に昨今のような円安基調の為替相場では、
輸入価格が高騰し大きな支障をきたしているようだ。』
　最近、新聞やニュースなどでこのような記事やアナウンス
を見聞することが多いですが、実は日本の食料自給率の中身
には基準となる指標がいくつかあって、野菜、果物、肉類、
魚介類、穀物類など品目別ごとに、生産量、輸入量を計算し、
日本国内での供給食料に占める国内自給食糧の割合で求めますが、実は大きく分けてカロリーベー
ス、コストベースといった2種類の指標があります。
　カロリーベースでの食料自給率とは、成人一人当たりの必要カロリー（2,500キロカロリー）に
占める国内自給された食品カロリーを人口で割ったものの数値で求められ、約37パーセント前後
になります。
　一方、コストベースでの食料自給率は自給での食糧供給に要した費用の合計（生産、加工、流通、
販売のいわゆる第1次産業から第3次産業まで）の金額を出し、輸入を含めた食糧全体の供給額に
占める率で求められ、数値上は65パーセント前後と言われていますが、実際食料廃棄率も含め精
密に求めることは不可能であり、様々な考慮すべき要素が多い分、実態を把握するのは難しい側面
があります。
　ただ、これら指数を勘案しても依然として自給率の低さは世界でも群を抜いており、175か国
中124番目の食料自給率となっております。
　では実際に、日本国内は農業生産ベースで不利な営農環境なのでしょうか。
　実は日本は、低緯度から高緯度まで南北に長い地形上の特徴があり、このことが多種にわたる農
産物の生産にとって恵まれた側面があります。
　このことは、年間を通じて北から南まで広範な気温分布をもたらし、多種類の野菜、果物の生育
に非常に有利になります。また、山岳地が多く栽培高度の違いも品種を豊かにしてくれます。

同じ生産地で継続的に出荷できる理由

　一般的に農産品は春から冬にかけて、沖縄や九州南部から四国、中国、近畿、中部、関東、東北
そして北海道へと産地が移動し、収穫期間を延ばしながら全国で隈なく多品種の農産物が生産され、

業界こぼれ話
第73回

ちょっと一息
シリーズ

青果業の話　野菜・果物の産地はどうなっている？
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そのことに加え、同じ野菜果物でも極早生種（ごくわせしゅ）、
早生種（わせしゅ）、中生種（なかてしゅ）、晩生種（おくてしゅ、
ばんせいしゅ）のように出荷可能となる時期が早いものから
遅いものまで複数存在し、生産者ごとに同一エリア内でもそ
れら品種を組み合わせ、国内需要量を見極めながら長期間に
わたって収穫できるような工夫をしています。
　例えばミカンの場合、最初に出荷される極早生種に始まり、
年明け3月ごろまで楽しめる晩生種まで味わいの違いを変え
ながら、県をまたいで出荷され、さらにハウスミカンなどのように夏でも楽しめるものまで出回っ
ています。ただしお値段はちょっとお高いですが……。
　実は、このようなハウス栽培の技術は他の野菜を含めた農産品の通年供給を可能とし、現代農業
はハウス栽培と露地栽培の組み合わせで成り立っています。
　かつて、きゅうり、ナス、トマトなど夏野菜の代名詞といわれた野菜もハウス技術のおかげで、
年間を通じて食べられるようになりました。
　結果、農産物の旬の時期がわかりづらくなってしまった弊害も出ましたが、食料の供給面では大
いにプラスに働く結果をもたらしてくれました。

流通の発達

　また、貯蔵、流通技術の発達も凄まじく、収穫後にも熟成する柿などの場合は固く、渋のある状
態で収穫され、CO2（二酸化炭素）に満たされた倉庫内で出荷までの時期を計算し、脱渋処理（だ
つじゅう：渋みを抜くこと）を施し、計画的に出荷されます。
　この方法は、それまで脱渋の主流だったアルコール脱渋（アルコールを含ませた紙製シートを箱内
に敷いて出荷させながら渋抜きをする）方法より、品質のばらつきが少ないメリットをもたらしました。
　また、最近では運送技術も進み、単に生鮮品を運ぶだけではなく、生産地から市場に運ばれる出
荷日数を計算し、トラック内で複数の温度管理を施しながら精密に熟成をコントロールしています。
　このような技術は、農産物の種類や品種ごとの特性を把握していなくては成り立たず、工業技術
の進歩と栽培技術の進化がなせる技ともいえるわけです。
　ただ、以上のような生産技術の進歩により、全く同じ品質の野菜を年間通じて安定供給出来てい
るのかと言われれば、また違った側面が見えてきます。

旬の野菜と品種改良、地産地消

　本来野菜、果物は元となる原生種（野生種）があり、交配、品種改良を重ねて進化してきました。
　なるべく、天然の環境に近い状態で旬の時期に収穫したもののほうが断然おいしく、栄養素もたっ
ぷり含まれております。
　最近では地産地消と言われ、これら旬の時期にその産地でとれたものを速やかに食すことが健康
上有意であるとの研究が進んできました。
　例えば、夏野菜は一般的に火照った体温を冷やすといわれますが、これら野菜類は夏に食べてこ
そ意味があるのです。
　栄養学の観点から、現代の食育は単に空腹を満たすための食事から、体に必要な栄養素をいかに
して効果的に取り入れ、健康を維持するか、といった食べ方の問題にシフトしてきました。
　食べることは、人間の生活に必要な衣・食・住の中でも欠くことの出来ない食の部分を担ってお
り、食べ方の問題で生活習慣が乱れることもあり、また健康を維持することも出来るわけです。
　今号では農産品の産地と出荷、運送事情についてお話ししましたが、次回はこの食育部分と野菜・
果物の持つ栄養素の話を中心にお伝えしたいと思います。
今回は、道央青果協同組合 専務理事 星田 幸伸 氏よりご寄稿いただきました。ありがとうございました。なお、星田専務理
事には続編をご寄稿いただく予定です。次回の掲載をお楽しみに！
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令和元年度補正・令和3年度補正ものづくり補助金10次締切の採択結果
が発表されました
　令和4年2月16日から令和4年5月12日までの期間で公募を行いました10次締切について、全国で4,294者の応
募がありました。
　全国採択審査委員会において厳正な審査を行った結果、北海道地域事務局では以下のとおり97者が採択されました。

中央会からのお知らせです

商号又は名称 事業計画名

株式会社ビューテック 工業用ビデオスコープ導入による新たな調査方
法の開発

株式会社燃焼合成 新規開発品の大粒径窒化アルミニウムフィラー
量産化事業

佐藤和也 GPS 連動の農薬散布機導入による持続化可能な
営農活動の推進

出汁おしみ　つくし 出汁の EC サイト用新商品開発と EC 販売でプロ
の味をご家庭へ！

門工業株式会社 最新型圧縮式塵芥車導入によるごみ収集事業の
収益力向上および労働環境整備

有限会社エヌエス工業 酪農牛舎に使用する鉄筋の「曲げ加工」の効率化
による受注拡大

有限会社穀物の高崎 新設備導入による調整の効率化と少量多品種へ
の対応可能な設備へのグレードアップ

世良鉄工株式会社 最新型ロボットの導入による持続可能な生産向
上計画

瀬川奉弘 循環型農業の促進〜たい肥散布作業の効率化〜

株式会社ササキ工芸 再生可能エネルギーの利用による循環型社会シ
ステムの構築

東部開発株式会社 砕石供給の生産性向上と、砕石自社調達体制の
確立

光栄テクノス株式会社 集塵機導入による廃ブラスト研削材回収効率化
とリサイクル化事業

株式会社イソジェック ドローンレーザーによる三次元点群データを活
用した測量応用技術

株式会社
シンセイ自動車工業

新型研磨機の導入による、エンジン整備体制のワ
ンストップ化

株式会社
北海道リンクアップ

設備の電化によるバイオマス燃料製造の効率化
と脱炭素化の推進

株式会社細畑林業 ボトルネック工程の改善による効率的木質バイ
オマス燃料生産事業

牧野農場 乳牛の BCS 管理、採食量管理、疫病管理の IT シ
ステム化。スマート農業の実現に向けて

株式会社エキスパート 金属荷下ろし、非鉄金属選別運搬作業の効率化及
び内製化

有限会社
バイクプラザメカドック

最新ダイノマシン導入によるバイク整備体制刷
新と新商品開発計画

株式会社菜っぱ ポストコロナに対応する東川産熟成ドライ野菜
の製造と販売

株式会社MarineSL 舶用機器の損耗予測システム及び営業支援ツー
ルの開発

株式会社 LIBEAU. 二次診療施設に頼らない地域動物医療の高度化・
専門化

有限会社
福岡測量設計事務所

UAV レーザースキャナーを用いた災害復旧工事
における革新的な測量プロセスの実現

株式会社札幌義肢製作所 義肢製作工程における DX の活用と切削サービ
ス提供事業

株式会社メディカルセンス EC 注文取込・手配システム、物流システム導入に
よる DX の推進

株式会社小原 シャンメリーの生産性向上を図るためのスク
リュー方式のキャッパー機器導入

商号又は名称 事業計画名
合同会社
アグマリンプロテック

赤ビーツ用乾式ピーラー導入による生産性大幅
向上と大量生産化

株式会社 FLINTZ ビル管理 DX 化及び新たな価値創造を目指す、AI
を用いた新機能実装

協和化工株式会社 高性能製袋機導入による生産性向上及び製造ロ
ス削減計画の実現

株式会社ジェイエムシー 若年技能者育成小型車両系建設機器運転特別教
育事業

えびな水産株式会社 廃棄対象の昆布から乾燥食用昆布を生み出し、過
疎の島を活性化！

株式会社大野ファーム栗山 全自動高圧釜導入による生産性と品質の向上及
び生産プロセスの改善事業

東邦コンサルタント
株式会社

北海道における最新ドローン活用と解析クラウ
ド型測量の革新事業

OIMOKU合同会社 ハーベスタ導入による生産性向上と持続可能な
林業経営の構築

株式会社鎌田農園 肥料散布機導入による先進的モデル農家の体現

株式会社
大東エンタープライズ

ハンバーグ製造ラインの効率化を通じた自社
チェーン以外への販路強化事業

有限会社三協商事 加硫機導入による大型ベルトコンベア施工の内
製化計画

合同会社まきの農園 農作業の ICT 化推進による炭素生産性の向上に
ついて

株式会社
山口技研コンサルタント

空・地・海に対応する3次元レーザーシステムの導
入による測量事業の競争力強化

高道農場 最新農薬撒布機導入による作業効率化及び農薬
の適正散布による農産物の品質向上

有限会社菓子の家 包装機導入による機会ロスの低減と ES（従業員
満足度）の向上

有限会社若木フアーム 3機合体！コンビネーションプランター導入によ
る作業効率 UP！

株式会社
イーストコーポレーション

水性塗装ブース導入による労働環境の劇的改善
と環境配慮強化事業

株式会社
十勝野フーズカンパニー

多様化する消費者ニーズへの対応と生産性向上
に寄与する機械導入

株式会社松永園 空知の農業事業者が行う電子精米導入による作
業効率化について

株式会社武藤はくぜん 業務プロセスを大幅に改善する葬儀業務 DX 総
合システムの開発

株式会社アーニストホーム 鶏卵生産・販売事業の生産性向上を図る自動給餌
装置の導入

株式会社愛木工業 オーダーメイドの CNC ルーター導入による木
工特殊加工の生産性向上

株式会社
テンフードサービス

冷凍肉塊の挽肉加工ラインを最新式にすること
で、生産効率と従業員の安全性を改善する革新
事業

株式会社サン・グリーン 最速液冷凍結機を使用した冷凍野菜製造事業の
立ち上げ

山本農場 最新農作業機械導入による人員不足・高齢化への
対応および収益力向上

株式会社とかち製菓 高性能な包餡機導入による生産性向上と効率化
の取り組み

〔一般型〕
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商号又は名称 事業計画名

田中亮司 全て収穫！高性能牧草収穫機導入による生産性
向上

有限会社共立印刷 環境保護材料を使用した印刷物の事業化

廣瀬貴達 甜菜、馬鈴薯作りの合理化と従業員の新たな活躍
の場作り

SABU.DENT�STUDIO 炭素排出量を抑え付加価値額を伸ばす革新的技
工物提供体制の構築

株式会社札幌山水 住宅基礎鉄筋受注業務効率向上

株式会社ヤブシタ製作所 ハイブリッドドライブベンダー導入による生産
性向上と工場新設による生産体制の再構築

有限会社タカハシ食品 限られた作業スペースを最大限に効率化。深絞り
包装機導入を通じた生産性向上事業

株式会社萩原敬造商店 近赤外分析装置導入による小麦の調整作業効率
化と受入体制の拡大

有限会社高橋加工部 高周波フラッシュ接着機ボンデックス導入によ
る生産性向上事業

吹上農場 新型オフセットポテトハーベスタ導入による馬
鈴薯と小麦の収量向上並びに品質向上

株式会社フローリカルチャー
リストタカハシ

お米の生産プロセス見直しにより省力化・生産性
向上を図る

有限会社高見農産 播種機を導入し、生産効率の最大化・自社商品の
開発を目指す。

有限会社三浦製作所 切断工程の革新による木材加工機械部品の精度
向上と増産

株式会社きしもとファーム お米の生産から出荷までを内製化！精米、調整プ
ラント整備事業

興晋ステンレス株式会社 薄板ステンレス溶接技術獲得による食品加工機
械製造分野への進出

株式会社くみあい食品 『つくる責任うる責任』業務用食品卸売事業者が
取り組むフードロス解消 BtoC 事業

松浦農場 長ネギ選果作業の効率化による輪作体系の確立
と付加価値向上へ！

ノースプレインファクトリー
合同会社

地域連携による有機乳製品製造のための高性能
集乳設備の導入

株式会社康建築 木材加工技術のハイテク化による品質・労働生産
性の向上、新事業展開への挑戦

ばば歯科医院 切削機による補綴物の内製化拡充と口腔内画像
表示機による治療イメージの明確化

株式会社島本印刷 函館市で初となる “ 偽造防止印刷 ” 技術獲得のた
めの投資計画

WELCRAFT プレスブレーキの導入による加工精度の高度化
と作業効率化

たねだ歯科クリニック 歯科難民減少のための補綴治療デジタル化とマ
ウスピース矯正

商号又は名称 事業計画名

北部プラント工業株式会社 ウレタン注入機の導入による保温付二重管の生
産性向上と故障リスクの低減

株式会社 FJコンポジット 電気自動車のパワーモジュール（DSC）向け高放
熱性材料の量産化事業

株式会社村瀬ファーム ホイールトレンチャー導入による長いも生産の
効率化と品質向上

大塚慎也 農作業に欠かせない散布効率化を図り高い品質
の農産物を消費者へ

サン技術コンサルタント
株式会社

最先端レーザードローンによる「革新的な3次元
測量体制」及び「迅速なインフラ整備事業の構築」

株式会社丸い遠藤商店 新型精米設備導入による生産性安全性向上と地
域食文化貢献事業

株式会社境田農産 給餌量の厳密な計量による肉用牛の飼養管理効
率化と労働環境改善

有限会社小笠原工芸社 NC 工作機械導入による製作時間短縮及び製造
コスト削減と収益アップ

野口観光マネジメント
株式会社

急速冷凍調理機器を中心とした調理システム構
築事業

横田印刷株式会社 最新印刷機導入による製造効率化と短納期・小
ロット受注の実現

有限会社池下本店 製品の高品質化並びに生産性の向上に資する麹
製造ライン更新事業

株式会社サンビクトリー オンラインツアー実施による売上回復と付加価
値向上事業

MCラボ株式会社 管理システムと IT データ化で珈琲焙煎の品質
向上

有限会社
ベルセゾンファーム

有機馬鈴薯生産工程改善による安定供給体制の
構築

株式会社 R.K 企画 最新の板金加工設備導入で低コスト・短納期化を
実現し事業を拡大

株式会社アーク 太陽光の発電量予測を AI で高精度にするための
IoT システム導入

大同出版紙業株式会社 道東初、紙面検査付フルカラーデジタル印刷で環
境配慮と DX 推進

株式会社調和技研 自然言語処理 AI による知識可視化システムの開
発効率化

株式会社ノンノラボ DX による男性経営者向け美容サロン運営システ
ムの構築

ワラビー動物病院有限会社 北海道における脆弱な獣医療連携をデジタル技
術によって解決する

株式会社萬世閣 珈琲焙煎における万世閣ブランド強化に向けた
サービス提供の改善

ノースプレインファーム
株式会社

有機 JAS 認証牧場との連携による有機バターの
生産力向上

ものづくり補助金北海道地域事務局
札幌市中央区北1条西7丁目プレスト1・7ビル　3階
TEL：011-522-9300　HP：https://portal.monodukuri-hojo.jp/

お問合せ先

なお、10次から、令和3年度補正予算の成立に伴う制度の拡充・見直しにより、通常枠とは別に、［回復型賃上げ・雇
用拡大枠］［デジタル枠］［グリーン枠］が新たに設けられました。

類型 補助上限 補助率

一般型

通常枠   750〜1,250万円　※ 1/2（小規模事業者等は2/3）

回復型賃上げ・雇用拡大枠   750〜1,250万円　※ 2/3

デジタル枠   750〜1,250万円　※ 2/3

グリーン枠 1,000〜2,000万円　※ 2/3

グローバル展開型 3,000万円 1/2（小規模事業者等は2/3）

 ※…従業員規模により補助上限の金額が異なります。

詳しくは右記の専用サイトをご覧ください。　ものづくり補助金総合サイト（portal.monodukuri-hojo.jp）
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　会員組合が、組織の強化、運営の適正化を目的に組合員を対象として実施する研修会・講習会の開催費用の
一部を助成します。
No. 組合名 テーマ
1 北海道電機商業組合 スマートライフコンシェルジュゴールドコースフォローアップ講習会
2 協同組合さくらシール会 店舗及び事業所LINEの活用法
3 函館造園建設業協同組合 フルハーネス型安全帯使用作業の特別教育について
4 旭川林産協同組合 第2次ウッドショックについて
5 帯広地方自動車車体整備協同組合 税理士によるBP業界の利益率算出・経営改善セミナー
6 釧路地方自動車整備事業協同組合 インボイス制度・改正電子帳簿保存法のポイント
7 企業組合ウェルフェアグループ 就労継続支援事業所の支援員モチベーションアップ研修会
8 北見地方中古自動車販売事業協同組合 JU適正販売店認定制度及び古物営業許可関係の法令について
9 室蘭地方電気工事業協同組合 電気工事業界におけるインボイス制度対策セミナー
10 岩見沢道路維持事業協同組合 人材定着の秘訣セミナー
11 幌延事業協同組合 地域特産品を魅力的に見せるラッピング講習会
12 小樽運送事業協同組合 コロナ禍を乗り切るために決算書・事業計画書を学ぶセミナー

組合活性化助成事業

お問合せ先 北海道中小企業団体中央会内（担当：連携支援部）　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
　TEL：011-231-1919　FAX：011-271-1109

取引力強化推進事業
　小規模事業者で構成された会員組合が共同事業の活性化や受注促進等を強化するためにホームページの開
設、商品パッケージ改良等を行う際の費用の一部を助成します。
No. 組合名 テーマ
1 プロテックス協同組合 受注拡大に向けた組合HPの制作
2 黒千石事業協同組合 組合取扱商品を広く周知し、販売数量を拡大するためのパンフレット作成
3 南小樽市場協同組合 アフターコロナの下、消費者を市場へ呼び戻すための集客チラシ作成事業
4 北海道税理士協同組合 組合事業の利用促進を図るための組合ガイドブックの作成
5 函館朝市協同組合連合会 「セレクト朝市」新認定書雲品のPR事業
6 北部クリーン企業組合 組合活動及び業界の発展に向けたホームページ構築事業

7 帯広名門通商店街振興組合 アフターコロナに向けた商店街の感染症対策の徹底及び各イベントの情報発信力の強化
を基本コンセプトとして、感染防止と共同経済事業の両立を図る。

8 企業組合ウェルフェアグループ 事業概要及び就労支援内容を地域に幅広く周知するためのパンフレットリニューアル事業
9 北見市商店街振興組合連合会 コロナ禍における中心市街地商店街ブランディング事業
10 協同組合白老商業振興会 ウィズコロナを見据えた観光客の増加を捉え、商店街活性化を実現するためのPR事業

　本会の会員組合及び会員組合に所属する組合員が行う課題解決や新たな活路開拓等の先進的な取組費用の
一部を助成します。
No. 助成区分 組合・組合員名 テーマ
1 Ⅰ-1型（組合） さくらネットワーク・システム協同組合 必要とされる組合であるために　～課題解決型ビジョン策定事業～
2 Ⅰ-1型（組合） 網走水産飼料加工協同組合 ハイミール工場からの事業排水の水質改善事業
3 Ⅰ-1型（組合） 企業組合とうや湖 非接触ツール（ECサイト）での販路拡大と事務作業の効率化
4 Ⅱ-1型（組合員） 株式会社小原 清涼飲料製造ラインの見直しによる二酸化炭素排出量の抑制及び生産性の向上事業
5 Ⅱ-1型（組合員） 株式会社しあわせチーズ工房 チーズカフェと直売店舗の新設による対面販売の強化
6 Ⅱ-1型（組合員） 株式会社岡本商店 コロナ後を見据えた新市場開拓

課題解決型組合集中支援事業

令和4年度　中央会助成事業の採択結果について
　次の3事業について、令和4年4月1日（金）から5月20日（金）まで公募を行い、応募のあった事業計画につい
て各選考委員会で選考した結果、次の組合の事業を採択しましたので、公表します。
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　中小企業が新規に設備を取得した場合、「法人税※の即時償却または控除」が受けられます。（※個人事業
主の場合には所得税）

【中小企業経営強化税制の要件】

項　　目 【A類型】
生産性向上設備

【B類型】
収益力強化設備

【C類型】
デジタル化設備

【D類型】経営資源
集約化に資する設備

対 象 者 経営力向上計画の認定を受けた青色申告書を提出する中小企業者等（資本金1億円以下）

対象設備 機械装置、工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウエア（最低取得価額、販売開始時期の要件有）

支援措置 法人税※の10％税額控除または即時償却
（資本金3000万円超1億円以下の法人の場合は7％）

期　　間 2023（令和5）年3月31日までに新規取得し、指定事業の用に供した設備

要　　件

以下2つの要件を満たす設備
① 一定期間内に販売されたモデル
② 経営力向上に資する指標（生産効

率等）が旧モデル比年平均1％以
上向上している設備

投資利益率が年平均
5％以上の投資計画
に係る設備

遠隔操作、可視化、
自動制御化のいずれ
かを可能にする設備

修正 ROA又は有形
固定資産回転率が一
定割合以上の投資計
画に係る設備

必要な手続き

設備を生産した機器メーカー等か
ら工業会等が発行した証明書を受
領し、経営力向上計画の認定を受
ける

経産局へ申請の上、投資計画の確認書を受領し、経営力向上計画
の認定を受ける

N O M T OI F R A I N

北海道経済産業局からのお知らせです

中小企業経営強化税制について

【北海道経済産業局　窓口】
経済産業省北海道経済産業局　産業部　中小企業課　札幌市北区北8条西2丁目札幌第1合同庁舎5階
TEL：011-709-2311（内線2574）E-mail：hokkaido-keieiryoku@meti.go.jp

経営力向上計画

【事業スキーム】

例・商工会議所・商工会・中央会
　・地域金融機関
　・士業等の専門家　　等

経営革新等支援機関
申請を
サポート

生産性を高めるための設備を取得した場合、中小企業経営強化
税制（即時償却等）により税制面から支援
計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援（融資・信用保証等）
認定事業者に対する補助金における優先採択
他社から事業承継等を行った場合、不動産の権利移転に係る登
録免許税・不動産取得税を軽減及び準備金の積立（損金算入）
による法人税の軽減
業法上の許認可の承継を可能にする等の法的支援

【支援措置】

中小企業・小規模事業者
中堅企業

特定事業者等

経営力向上計画

認定申請

国
（事業分野別の主務大臣）
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主要DI の推移
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6月の道内景況 情報連絡員レポート
主要DIは改善しているが、原油・原材料高騰の影響続く

（凡例） 30以上 10〜29 9〜△10 △11〜△29 △30以下

　全業種の主要DIは、前月と比較し「景況」、「売上高」、「収益状況」
の3項目全てで改善が見られた。
　情報連絡員からの報告によると、製造業では、「景況」、「売上高」、
「収益状況」、「販売価格」で改善しているものの、原油・原材料の高
騰に苦慮しており、「取引条件」や「資金繰り」等が低下している。
　非製造業では、行動制限の緩和及び各種イベントの再開を受けて
観光等の個人消費に持ち直しの動きが見られ、「雇用人員」を除く全
ての項目が改善したものの、コロナ禍前と比較すると、依然として
厳しい状況に経営環境があるとの声も寄せられている。

概 況 景況天気図（前年同月比）

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）
したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引いた
値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

製造業
食料品  
● �直接販売が主な企業は、コロナ改善にともない、業況は改善しているが、国際的流
れの中での原材料及び燃料費の高騰には対応しきれない。� （小樽）

● �現状大きな変化はない。※トラック運送費0.8〜1円 /kg値上げ� （網走）
● �コロナ、ロシアの侵攻、天候の異状、相場等の多大な影響を受けすべてが値上げ。
ようやく昨年分の値上げが終わったばかりの状況だが、さらなる価格改定ができな
ければ廃業も考える組合員が出てくることが予想される。� （全道）

● �味噌出荷量（道内）：単月（令和 4年 5月）　前年対比　　　　109.7％
醤油出荷量（道内）：単月（令和 4年 5月）　前年対比　　　　��94.7％
・令和 4年 1月〜 5月の道内・累計出荷量：味噌　前年対比　 98.5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 �：醤油　前年対比　 96.4％
・令和 4年 1月〜 4月の全国・累計出荷量：味噌　前年対比 �100.3％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 �：醤油　前年対比 �100.5％
・令和4年5月の道内単月出荷量は、味噌は良かったが、醤油は悪かった。
・令和4年1月〜5月の道内の累計は味噌・醤油ともに前年割れ。
・令和4年1月〜4月の累計で、道内の出荷量は、全国平均よりも悪い状況が続
いている。

・道内の大手味噌メーカー2社、それぞれ8月〜と9月〜の値上げを発表。
・4月に値上げした企業、その後も原材料等の価格の高騰が続いており、コスト上
昇分を吸収し切れていないとの声もあり、大変厳しい。� （全道）

● �コロナ＋原材料の値上げ＋重油価格値上げが目白押しだが、現在においても未だ外
部環境が低迷しており製品価格を上げられる状況ではない。特に小企業は自らの企
業努力だけでは全く打破できる環境ではなく大変苦慮している。� （全道）
木材・木製品  
● �6月期もこれまでと同様にトドマツ原木は、カラマツ原木不足により需要が増加し
ている状況、また、トドマツ原木の移出は、本州製材工場の土場がいっぱいになり
船が止まっているとの情報があり、港に山積みにされている。まだまだ、トドマツ
製材工場は原木確保に苦慮している模様。市況については、地域差があるが、保
合〜強含みで推移。
・6月期のカラマツ原木は、入荷量に比べて消費量が増加していることから慢性的
な原木不足は未だ解消される見込みがない状況にある。また、3.65m材の出材
が無く4.00m材が多く出材されていることから不足が解消されない。価格は上
昇している状況。市況については強含みで推移。

・製材市況は、建築材、産業用資材共に、ロシア・ウッドショックの影響で、価格
上昇が見込まれる状況にあるが、ここに来て、商社がオファーした北米材、欧州
材の入荷が大量にあり、港の倉庫がいっぱいとなっている。その結果今後、道産
材の動向を注視していくこととなるが、原木価格の上昇分を転嫁できるかが心
配である。市況については、エゾ・トドマツは、保合〜強保合が見込まれる。カ
ラマツは、強保合。

・紙原料は、原木価格が上昇していることからチップ買取価格の上乗せを希望する
事業体が多くある模様。

・木質バイオマス原料については、順調に集荷されている模様。
・広葉樹原木については、供給期でないため需要が減少。� （全道）

● �輸入材の価格上昇はピークを過ぎたようにみえる。したがって、国内の木材価格も
落ち着きをみせてくるだろう。問題は価格がどこまで戻って落ち着くかだ。�（十勝）
窯業・土石製品  
● �6月の生コン出荷量はおよそ296千m3。（前年同月比86.8％）

・地域別には、前年同月を上回った分会（協組）は29分会（協組）中、10分会
（協組）で前年（増加は18分会（協組））を下回った。前年同月と比較して、増
加したのは南北海道、北渡島、苫小牧など。一方、減少したのは千歳地区、留
萌地方、北見地方などであった。� （全道）

● �十勝地域では、6月は砂利需要工事がほとんどなく前年と変化はない。
・砂利の販売価格は100円〜300円 /m3上昇しているが、生コン需要が減少し
ていることから、砂利の需要も少ない。

・従業員の高齢化が進んでおり、70歳でも普通に業務に従事している。� （全道）
● �原価が大幅に上昇し、厳しい経営環境にある。� （十勝）
● �先月に引き続き仕入材料並びにインフラの価格の上昇により、収益が圧迫され、厳
しい経営環境で推移している。
・新築物件数が少なく、同じ物件の見積を何件かの建築業者から依頼されること
が頻発している。

・材料等の値上げを転嫁すべく交渉しているが、なかなか受け入れてもらえないの
が現状。せめて材料費の値上げぐらいは認めてもらいたいが、それすら出来てい
ない。

・雇用の状況については、既存の社員の継続的な雇用を図るための、福利厚生面
の強化に費用が継続的にかかり、月間の休みを増やすことによる、実質的な就労
時間の減少が発生する中で、更なる人材確保の困難さがあり、事業の継続に向
けての問題を抱えている組合員が多い状況。� （全道）

鉄鋼・金属  
● �造船界の業況
　�造船業界は、昨年初めからの海運市況の回復で造船需要も回復傾向に転じ、落
ち込んでいた手持ち工事量もある程度回復したが、ウクライナ情勢による混乱
で舶用品の納期遅れが深刻化するなど依然として厳しい状況で、特に鋼材価格
高騰は造船所の経営を直撃している。� （室蘭）

● �原料スクラップ相場がピークから25％減少した。
・ガソリン、灯油は高止まり。電気料金の燃料調整費が上昇続く。
・鋳造木型原料の木型用ベニヤの入手難・価格高騰中。
・半導体不足、輸入部品不足で設備保全・更新に3か月から1年がかかる。
・フェリー輸送でサーチャージ制が導入され運賃が20％上昇。� （全道）
一般機器  
● �電気料金が更に大幅アップ、ガソリン等も値上がり傾向が続き、価格転嫁しにくい
と苦慮しているところが多い。� （札幌）

● �鉄骨・石油製品等の資材高騰が続き、経費負担が大きくなっている。
　�小樽は修学旅行生等、人流は増えてきているが、平日と土日・祝日の差はまだ
大きい。� （全道）
その他  
● �懸案の全農向け原紙価格も決着を見たものの、我々が先行して行ってきた価格10/
KGと違い6/KGで決定した。また、自己財源であると思われる下半期からの実施と
なり、今後混乱が予想される。広域ユーザーについても同様と考えられる。原紙メー
カーも代理店も秩序ある行動をお願いしたい。また、原紙値上は認めても加工賃の補
正は認めない風潮があるのも事実である。
・景気動向については、少しずつだが回復に向かっていると思われる。� （全道）

● �価格据置だった用紙メーカーの値上げ表明があり、今後顧客への価格転嫁が円滑
に実施できるか不透明な状況となっている。� （札幌）

● �住宅着工数は、資材等の高騰により、減少傾向にある。� （全道）

全業種 製造業 非製造業

5月 6月 前月比 5月 6月 前月比 5月 6月 前月比

業界の
景況

12.9
→

5.1
→

10.0
→△15.1 △2.1 △18.2 △13.0 △13.3 8.3

売上高 9.6
→

2.1
→

20.8
→△5.4 4.3 △15.2 △13.0 0.0 20.8

収益状況 14.1
→

1.2
→

26.7
→△26.9 △12.8 △27.3 △26.1 △26.7 0.0

販売価格 0.8
→

0.5
→

1.7
→22.6 23.4 21.2 21.7 23.3 25.0

取引条件 7.6
→

△2.6→ 13.3
→△16.1 △8.5 △6.1 △8.7 △21.7 △8.3

資金繰り 3.3
→

△5.3→ 11.7
→△11.8 △8.5 △12.1 △17.4 △11.7 0.0

雇用人員 △4.1→ △7.0→ △5.0→
△15.1 △19.1 △6.1 △13.0 △20.0 △25.0
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非製造業
卸売業  
● �昨年と比較すると緊急事態宣言もまん延防止措置もなく、各種イベントも解禁され
たことで消費活動が活発となり、全体的に売上高は増加した。
・円安による仕入れ価格の上昇で販売単価は上昇中。完全に転嫁できてはいない
ものの売上の増加で収益は改善している。

・在庫は商品によるが、売上の急激な改善と世界情勢による調達の難しさが影響し
不足気味となっている。

・組合設備の会議室、展示室の利用率はほとんどコロナ以前に回復した。�（札幌）
● �どうみん割の延長等々に伴う、人の往来（観光、他）が十勝でも顕著に目立ってき
た。まずは観光で地域経済を引っ張っていってほしい。ただ、懸念される、あらゆ
る物の価格上昇は、卸業を主とする組合員（事業所）には、価格転嫁も含めて、今
後の影響が大きいと思われる。� （帯広）

● �前年のコロナ禍による内食化の反動影響もあり、当月も引き続き、売上は厳しい状
況となった。メーカーの価格値上げが多くなってきた状況だが、取引先である小売
などの納価転嫁が厳しい面もあり、輸送コストの増大など卸先としての商環境は以
前にも増して厳しい。� （全道）
小売業  
● �ウクライナ情勢による仕入価格上昇により、価格転嫁をせざるを得ない状況とな
り、販売価格を上昇した加盟店が数店あった。しかし、来店客数は回復しておら
ず、資金繰りが多忙となっている加盟店が多い。
・コロナの特別融資の返済が始まった加盟店も多く、今後は返済に困窮する企業も
増えてくることが予想される。� （日高）

● �6月の各組合員の状況について
　�6 月は、全体的に前年同時期プラスの組合員店が多かったものの、昨年同時期
は緊急事態宣言、蔓延防止等重点措置期間であったためプラスの結果となって
いるが、コロナ禍以前の状態には程遠い。車両販売がメインの組合員店では、
新車は納車遅延、中古は価格高騰と買い替えを断念し車検の入庫が例年以上に
増加している。売上にはなるものの収益は薄い。早いところではボーナス支給
月でもあったことから、それなりに消費に向いたものと思われるが、物価高騰
の折、我慢の経営を強いられている実情。
・6月の取扱高について
　�6 月は旅行関連が前年 500％と大きな伸び、飲食業も 140％、旅行関連の伸
びに伴い当社カード会員の他都市での売上も 148％、逆に他地域からの市内
消費も 127％と全体では前年 110％の実績となったが、コロナ禍以前との
比較では依然マイナスの状況は変わっていない。釧路市内ではこれまで中止
となっていた各種祭典やイベント等が実施予定となっているので、市中の景
気回復に期待するところ。� （釧路）

● �今月はスルメイカ漁の解禁やJRA函館競馬の開幕、そして、来月初めの函館マラ
ソンとコロナ禍であっても日に日に社会的な制限が低くなってきていることもあ
り、ここ函館朝市においても、観光客の入込がここにきてコロナ禍前の水準に近い
混雑状況が見受けられる。しかしながら、やはり、世間の消費マインドがまだまだ
上がってこない情勢は続いており、GoToトラベルに変わる新たな経済施策を1日
も早くお願いしたいところである。
・商工会議所からのご案内により、ランダムで地域の特産品をギフトとして贈るこ
とができる新しいサービス「タマぽんギフト」事業に当連合会の一店逸品ブラン
ド「セレクト朝市」の認定品にお声が掛かり、現在、セット商品のセレクション
が最終段階を迎えている。現地販売がまだまだ回復しない中で、新たなEC販売
に期待しているところである。

・函館で水揚げが急増しているブリの消費拡大と食文化への定着を図ることを目的
に函館産ブリを使った新メニュー「函館ブリ塩ラーメン」を開発し、10日に函
館朝市ひろばで試食会があり、好評であった。又、函館朝市駅ニ市場内にブリの
アンテナショップが市内にオープン予定で、店内ではブリ塩ラーメンが飲食でき
るほか、ブリたれカツバーガーも販売する予定。

・函館税関は、5月の函館港外国貿易概況（速報）を発表し、輸出額は船舶、鉄鋼
くずなどが増加し、前年同月比11.8倍の37億1900万円で3か月ぶりのプラ
ス、輸入額は魚介類・同調製品、石炭などが増加し、3か月連続のプラス、輸出
入差引額は9億7200万円の輸出超過で3か月ぶりの黒字。
　輸出ではマーシャル向けの新造の貨物船があったことから船舶で全増となり最大
の増加要因。一方、輸入では全道と違って、魚介類・同調製品で増加している
が、同税関では「函館港では同月ロシアからのカニやニシンの輸入があったが、
全道の状況とは違い、増加原因ははっきりしない」としている。又、資源関係に
ついては、同じく税関は「エネルギー資源の価格高騰は昨年から続いている傾
向。国際的な需要増など要因はさまざま考えられるが、下がる要素は見当たら
ず、上昇傾向は続きそう」とみている。� （函館）

● �物販見込み　前年対比　100.6％
金融　　　　前年対比　101.1％
・コロナの感染者数が減少し、買物公園50周年事業をはじめ各種イベントが再開
され始め、人通りや観光客が増加した。業種別では旅行関連が昨年比370％を
はじめ、飲食店も200％以上を超える店舗もある他、家電が170％・衣料が
110％と活気を取り戻しつつある。一方食料品は前年割れをしており、巣ごもり
需要から脱却する傾向がうかがえる。� （旭川）

● �組合全体の前年比は90.3％
・食品、スーパー関連の前年比は89.7％と昨年7月以来最低
・ホームセンターの前年比は75.6％となっており、上記を除く一般店の前年比は104.2％
・各店とも商品の仕入れ値の上昇が激しくなり、業種によっては2割〜3割上がっ
たとの事で、今後も続くのではないかと心配している。

・8月末に老舗バッグ、化粧品店の廃業が決まった。（後継者不在の為）� （芦別）
● �会議所が、帯広市内大型5店と十勝管内で営業するスーパー3社の5月売上実績
を公表した。大型店は前年同月7.8％増、3か月連続でプラスになり、衣料品や
スーツケースなどの旅行用品といった身回り品が好調で、2021年3月以来、1年
3か月ぶりに5店全てが前年同月を上回った。「3年ぶりの行動制限のないゴール
デンウィークでお出掛け需要が高まった」と分析。スーパーは0.6％減の微減、食
品が大きく値上がりしている割に売り上げへの影響は小さい。
・8月には3年ぶりとなる夏のイベント「平原まつり」及び「勝毎花火大会」が開
催される。勝毎花火大会に至っては有料観覧席チケットが即完売となる相変わら
ずの人気で、今後、十勝内外の集客を期待したい。� （帯広）

● �6月に入り生活用品の値上げが影響しているためか、平日の客入りが悪い、店側も仕
入価格、包装資材の値上げに苦労している。しかし、観光客は増加している。�（小樽）

● �相変わらず価格の上昇がひどい。マグロ・サーモン・鮭等が倍になり、年末に向け
て商品の確保が難しくなってきている。価格（販売）を仕入れに合わせて上げきれ
なく、店の利益が厳しくなっている。� （全道）

● �売上高前年対比102.55％の実績
・購買部による青果物販売も浸透し、売上増に寄与した。� （札幌）

● �中東原油価格をみると、前月からの上昇基調が続き、月半ばには1バレル当たり
115ドルを超える水準となったが、月後半は若干ではあるが下落基調で推移した。
・一方、北海道におけるSS店頭小売価格については、政府の燃料油価格激変緩和
対策事業により、1リットル平均171円程度と前月を若干上回る価格となった。
また、6月の全国ベースでのガソリン販売量を見ると、前月に引き続き前年を上
回る販売量となった。

・今後の動向については、原油価格の高騰が続けば、引き続き小売価格は現在の
高値で推移することになり、ガソリン販売への影響が懸念される。� （全道）

● �昨年の6月と比較すると仕入価格が1.3倍になっており、販売価格への転嫁はでき
ているが、販売数量が約10％落ちている為、厳しい経営状態は続いている。�（稚内）

● �6月1日のWTI原油価格は115.36ドルで先月から見て6.64ドルの反発でスター
トした。これはロシア産原油の供給減や中国の経済正常化による需要の引き締まり
を見込んだことによる反発のようだ。その後世界的な景気減速から30日では
WTI価格105.76ドルとなっている。
組合員情勢
・6月も原油価格は大きく上昇し国の激変緩和対策事業の元売りに対する補助も価
格を抑えるまでに至らず SSでの販売価格は値上げとなった模様。組合員の収支
状況は量販店に引きずられ相変わらず圧迫状態が続いている。� （旭川）

● �北海道農業・農家を取り巻く状況は低迷する米価、肥料・飼料の高騰、原油高・物
価上昇、また、気候変動に伴う農業被害等と不透明ななかでの企業運営を強いら
れている。そうした中でも、持続可能でリサイクル循環の可能な農業経営、スマー
ト農業技術と併用して成果の出る方法を模索している。� （全道）

● �大手買取店の進出、ディーラー組織再編などで道内の流通環境に変化が見られそう。
道内各地にある大手買取店に別の大手買取店も追従して出店するなども予想される。
地元に根付いて商売をしている販社も、整備工場を併設している販社はリピート客を
掴んでいるが、販売だけに特化している店は厳しい戦いになると予想される。�（札幌）

● �若干だが昨年よりは売り上げが増加してきている。� （全道）
商店街  
● �百貨店の5月売上高は、3億242万円（前年同月比11.4％増）。
・6月共通駐車券の利用は、前年同月比137.6％、買物共通バス券は、前年同月比27.4％。
・一日当たりの新規感染者数は減少傾向、来街者も少しずつ増え人の動きも出て
来ているが、厳しい状況は続いている。

・市内百貨店の閉店報道があり、中心市街地の核となる店舗であり、その影響は非
常に大きい。� （帯広）

サービス業  
● �前年比較での宿泊入込数は道内、道外とも大きく伸びた。通常期（令和元年）と
比較しては約7割程度の回復。おとふけ割、どうみん割などの宿泊助成による道内
客増加に加え、宿泊助成はないがコロナ感染症による規制がないため道外のお客
様の入込も増加。� （十勝）

● �2023年度卒業予定大学生の就職選考が6月1日に解禁されたが、コロナ禍で採
用を控えていた企業が積極的な人材確保に動いて、名ばかり解禁の様相を見せ、
すでに例年を上回る60％以上の内定率となっているようだ。企業も変革を迫られ
る中で、専門性を持つ人材の確保は欠かせず、ジョブ型採用を始めた道内企業も
出始めた。特に、デジタル化を進めるIT人材の確保は深刻で、技術系卒業者に対
しては IT企業だけでなく一般企業との争奪戦が激しくなっている。道内の中小 IT
企業は、初任給上げや働く環境の改善や福利厚生の見直しで、毎年コストや労力を
費やしているが、道内外を問わず企業のオンライン面接の定着で、採用判断が迅
速になった反面、辞退も簡単にできることから、採用予定者数の確保が難しいこと
が予測されている。� （全道）
建設業  
● �令和4年6月の業況として、公共工事においては大きな物件も含め少しずつ発注
がされてきており、年度の早い段階からいかに受注をし、人員の稼働を上げていく
かが年間の業績にも影響を与えていく要素になってきている。民間工事において
は、地域差はあるが、全道で色々な計画が動き出してきており、工事の予定もされ
てきているように感じる。まだまだ資材等の価格上昇や確保に苦労する状況ではあ
るが、懸念する部分を事前に手配するなど、契約内容や工期設定などに関して、発
注先との事前打ち合わせなど行うなど、臨機応変な対応がより求められるような状
況になってきていると感じる。人が働いていく上で企業が行わなければならない法
令や制度などが増えていく中で、早めに対応していかなければならない状況が深刻
化していっているように思う。� （全道）

● �組合員の業況
　�6 月 1日から水道週間に合わせて、加盟組合員（6社）による恒例の市内児童
公園（18か所）の水廻り点検奉仕作業を実施した。組合員は管工事以外にも
土木、下水道工事を受注していて、人手が不足気味となっている。
・問題点
　建築工事の入札不調が相次ぎ、設備工事が影響を受けている。入札の条件とし
て建築業者が決まらないと設備の入札ができない状況があるようで、設備指名
を受けている業者は対応に追われている。

・地域の実情
　名寄市はグリーンアスパラの販売が始まっており5月末には市街中心部で「ア
スパラ祭り」が行われ格安で販売され大盛況だった。またコロナ感染者数は大
幅に減少し始めている。� （名寄）

運輸業  
● �売上高は、前年同月比8.2％増加
・乗務員数は、前年同月比6.6％減少
・5月分チケット取扱高は、前年同月比70.9％増加� （旭川）

● �組合員は、全体の売上が微増のなか組合員減少を残っている組合員でカバーしている
ため組合依存組合員の売上は伸びている。また、組合に依存していない組合員に空車
不足時に仕事を依頼しても「明日は3軒引越が予定です。」、「来月の中旬まで予定が
入っているので」など組合員の中で仕事量に格差が広がっている。� （全道）

● �日用雑貨品については、道外発着ともに荷動きが悪い。特に建築関係において建築
資材高騰の影響で工事案件が減少しており、厳しい状況になっている。
・原油価格の高騰で収支悪化が続いているが、運賃への転嫁はあまり進んでいな
い。� （石狩）
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駅二市場でブリのご当地グルメが食べられます！
　7月18日に函館駅二商業協同組合（20組合員、藤
田公人理事長）の共同施設である函館朝市駅二市場
内に、函館市の空き店舗対策の補助金を活用して、ブ
リのアンテナショップ「函館朝市地ブリショップ」が
オープンしました。
　近年、温暖化などの影響によって函館近海で獲れる
ブリが急増し、全国でも有数の漁獲量となっていま
す。しかし、地元の食文化ではブリのなじみが薄いた
めに消費が盛んではありません。このブリの消費拡大
と食文化の定着を図ろうと、一般社団法人「Blue 
Commons Japan（ブルーコモンズジャパン）」がブリ
を使ったご当地グルメを開発し、すでに「函館ブリた
れカツ」「函館ブリたれカツバーガー」が商品化されて
います。6月25日にはご当地グルメ第3弾としてブリ
チャーシューやブリ節の粉末のトッピングと、ブリの
エキスから作られたスープが特徴の「函館ブリ塩ラー

メン」の販売が開始されました。
　このショップでは、これらの
ご当地グルメの飲食やお土産
などの販売をするほか、ブリについての情報発信も
行い、函館のブリ食文化を盛り上げていく拠点とし
て活用していくとのことです。
　函館にお越しの際は、ぜひ駅二市場の当ショップ
にお立ち寄りのうえ、函館のブリのご当地グルメを
ご堪能ください。

3年ぶりの「オビヒロホコテン」開催中です！
　コロナ渦の影響で、3年ぶりの開催となった帯広
まちなか歩行者天国（オビヒロホコテン）は、6月19
日に開幕を迎えました。
〜オビヒロホコテンとは？〜
　「市民がつくり、市民が楽しみ、市民が支える」を
モットーにした帯広中心市街地活性化の活動で、人
通りの減少した中心市街地の活性化を目的に、平成
18年にスタートしました。市民有志ボランティアか
らなる「帯広まちなか歩行者天国実行委員会」が主催

しています。
　帯広中心市街地の道路空間
を歩行者天国とし、会場運営ま
でのほとんどを市民ボランティアで行う、全国でも
珍しい歩行者天国のスタイルです。
〜今年は全12回の開催〜
　6月19日に初回の開催を迎え、8月14日を除く9月
11日までの毎週日曜日、全12回開催予定です。（歩行
者天国実施時間：午前9時半〜午後5時※イベントは
午前11時〜午後4時）
〜帯広の街中を歩いてみませんか〜
　各回異なるイベントが繰り広げられるホコテン
は、毎回訪れたくなってしまう楽しさです。
　北海道の短い夏、帯広の街中を歩く楽しさを是非
体感してみてはいかがでしょうか。

▼オビヒロホコテンHP
https://www.hokoten.net/7月10日開催の様子

テープカットを行う藤田理事長（中央）

支部だより

十勝支部（帯広市） 所管／十勝総合振興局管内
駐在職員／牧村事務所長・森嶋主事

道南支部（函館市） 所管／渡島総合振興局・檜山振興局管内
駐在職員／伊藤事務所長・白吉主事
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銭函海水浴場で初の清掃活動実施
　小樽市銭函工業協同組合（中村良輝理事長・組合員
37社）が銭函海水浴場（小樽市）において、6月に初の取
組となる海浜清掃ボランティア活動を実施しました。
　組合員企業の社員やその家族・取引先企業や、銭函

にある北海道職業
能力開発大学校の
教員や学生を含め
1 5 0 名 を 超 え る
方々が参加しまし
た。7月の海開き
を前に、海岸をき
れいにすることで
観光客や移住者の
増加につながるも
のとして、地域の
活性化を図るため

に参加者が一丸となり、海岸線
の約370メートルを歩いてペッ
トボトルや空き缶
などを回収し、環
境保全と利用者の
安全確保に向けて
活動しました。
　このボランティ
ア活動は、社会教
育の場としてSDGsにも取り組んでおり、持続可能
な海水浴場と地域づくりを目指して、今後も続けて
行く予定です。
　海水浴場も、新型コロナウイルス感染拡大の影響
で打撃を受けておりましたが、きれいになった砂浜
で、より多くの人に足を運んでいただけることが期
待されます。
　この夏、銭函の海に遊びに来てはいかがでしょうか。

北の大地の水族館リニューアル10周年記念 
『出前水族館』
　北見市留辺蘂町にある「北の大地の水族館」は、山・
川に生息する淡水魚が展示され、「山の水族館」の愛
称で親しまれています。
　同館では、日本最大の淡水魚であるイトウが約20
匹と日本で最多の飼育数を誇っているほか、まるで
川底から眺めているかのような景色を味わえる日本

初の「滝つぼの水槽」、世界
初の冬に凍った川の中を
眺められる『四季の水槽』、

『川魚のジャンプ水槽』と
いった様々な展示方法で
来場者を楽しませてくれ
ます。
　このたび、同館が日本で
唯一の水族館プロデュー

サーである中村元氏監修のも
とリニューアルされてから今
年で10年を迎え、そ
の記念事業として、
7月から来年3月に
かけ、北見市内を中
心に全6会場で出前
水族館が開催されています。
　各会場では、同館の目玉展示の水槽の1つである

「滝つぼの水槽」を再現したプロジェクションマッピ
ングやイトウのはく製、同館の歩みを紹介するパネ
ル展示のほか、飼育員の仕事を追体験できる映像な
どが展示されます。
　いずれも入場無料のため、この機会にぜひ、同館の
魅力を体験してみてはいかがでしょうか。
　開催日時や場所など詳細については、北見市ホー
ムページをご確認ください。

後志支部（小樽市） 所管／後志総合振興局管内
担当／連携支援部　若狹主任

網走支部（網走市） 所管／オホーツク総合振興局管内
駐在職員／平松事務所長・靍田主事
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六
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
九
三
四
一

理
事
長

小

　西

　廣

　幸
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本　部

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

北
海
道
知
事
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

厚
生
労
働
大
臣
認
可

★
札
幌
市
内
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
健
康
の
保
持
、
増
進
を
目
的
と
し
た

　施
術
料
助
成
事
業
の
取
扱
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

各
種
健
康
保
険
取
扱
サ
ポ
ー
ト

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

島

崎

一

則

事
務
局
063

0801
ー

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

玉

井

　
繁

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

七

　條

　
　
　稔

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

相

馬

純

一

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
二
―
七
二
六
八

理
事
長

安

田

謙

一

髙

井

　
美

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

佐

藤

和

人

株
式
会
社
ほ
く
せ
ん

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
一
丁
目
北
専
ビ
ル

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
街
商
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
五
条
西
十
四
丁
目
一
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
六
│
五
二
六
〇

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

二
丹
田

　祐

　次

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男

副
理
事
長

冨

　田

　保

　朗
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本　部

瀧

川

雅

司

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

堀

　崎

　幸

　博

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

丹

　羽

　豊

　彦

副
理
事
長

辻

　
　
　恭

　行

専
務
理
事

辻

　
　
　昌

　宏

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

中

山

　
俊

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
七
丁
目
一
―
四

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ル
六
階

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

副
理
事
長

中
　
谷
　
　
　
修

理
事
長

阿

部

悦

夫

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

副
理
事
長

林

　
　
　隆

　義

副
理
事
長

芦

　野

　
　
　元

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

柏

木

　
稔

北
海
道
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
八
丁
目
二
番
地

住
友
商
事
・
フ
カ
ミ
ヤ
大
通
ビ
ル
八
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
一
一
〇

才

　善

　宣

　雄
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本　部

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今

　井

　一

　彦

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

岡

　田

　比
登
志

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

官
公
需
適
格
組
合

　北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

松

浦

良

一

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理
事
長

石

田

直

樹

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

企
業
組
合
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
二
三
丁
目
二
番
一
〇
│
三
〇
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
五
二
│
三
五
八
二

牛

　嶋

　和

　夫

理
事
長

清

　水

　
　
　博

〒
〇
六
二
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
東
一
条
十
五
丁
目
十
│
二
十
七

電

　話

　（
〇
一
一
）八
五
三
│
七
七
二
二
番

札
幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
五
丁
目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

　理
事

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
幌
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人

一
般
社
団
法
人

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

中

島

昌

八
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本　部

北
海
道
板
硝
子
商
工
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
美
園
十
条
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
│
八
六
七
│
〇
三
四
六

十

　河

　力

　也

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

服

部

好

泰

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

五
十
嵐

　
　
　誠

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

北
海
道
建
具
工
業
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
四
―
七
六
三
八

皆

戸

克

司

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

岡

　本

　繁

　美

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

北
海
道
古
物
商
業
協
同
組
合

﹇
事
務
局
・
物
流
セ
ン
タ
ー
﹈

〒
〇
〇
七
ー

〇
八
四
八
　
札
幌
市
東
区
北
四
八
条
東
五
丁
目
二
ー
二
一

T
E
L
.011 -752 -8655

　

F
A
X
.011 -752 -8656

E
-
m
a
i
l

●i
n
fo
@
h
-
k
o
b
u
t
s
u
.c
o
m

U
R
L

●h
ttp
://w

w
w
.h
-k
o
b
u
ts
u
.c
o
m

北
海
道
絵
画
商
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
二
丁
目

K
T
三
条
ビ
ル
二
F

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
一
〇
―
五
九
一
一

理
事
長

河

　井

　昭

　夫

エ
ス
ピ
ー
シ
ー
北
海
道
理
容
美
容

　
　
　
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
東
一
丁
目
一
―
十
二

フ
ラ
ー
テ
札
幌
4
F
　
イ
ッ
ポ
札
幌
内

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
三
二
―
八
七
二
七
番

F
A
X
　
〇
一
一
―
八
七
六
―
八
二
六
五
番

代
表
理
事

工

藤

千

里

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

関

根

幸

博

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
十
八
丁
目
一
―
十
九

北
海
道
鉄
道
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
六
―
一
五
三
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会

　長

峰

　崎

　直

　樹
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本　部

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

風

間

隆

之

代
表
理
事

山
　
田
　
昌
　
幸

札
幌
市
北
区
北
十
八
条
西
五
丁
目
二
番
四
十
号

ク
レ
ス
ト
コ
ー
ト
北
大
前
一
階

T
E
L
　
〇
一
一
―
七
〇
九
―
一
四
二
二

一
級
建
築
士
事
務
所

建
築
設
計
・
診
断
事
業
協
同
組
合

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
道
央
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
―
七
八
一
―
六
〇
八
八

長
谷
川

　朋

　弘

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
清
田
区
美
し
が
丘
一
条
四
丁
目
一
―
十
二

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

松

浦

良

一

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

園

田

修

英

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

問

谷

功

三

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　副
支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

http://satto-kojintaxi.com/

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

札
幌
市
水
産
物
卸
売
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
〇
―
二
―
一

札
幌
市
中
央
市
場
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
一
―
七
二
八
一

理
事
長

北

　村

　勝

　満

札
幌
市
製
紙
原
料
事
業
協
同
組
合

理
事
長

金

児

明

裕

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
一
丁
目
サ
ン
経
成
ビ
ル

　二
階

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
二
三
―
二
〇
一
〇
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本　部

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

風

無

成

一

さ
く
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
七
丁
目
三
番
二
十
六
号

T
E
L

　〇
一
一
―
二
一
五
―
一
二
〇
一

F
A
X

　〇
一
一
―
二
一
五
―
一
二
一
五

八

谷

一

平

〒
064－
0808

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

茎

津

俊

爾

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

日

　
　
　
　
　淑

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
〇

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

電

　話

　（
〇
一
一
）
㈹
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇

理
事
長

小

原

敏

嗣

顧

　問

佐
々
木

　雄

　二
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本　部

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

平

野

隆

晴

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

高
　
野
　
　
　
悠

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

水

澤

政

幸

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
地
方
廃
タ
イ
ヤ
協
同
組
合

理
事
長

沙
流
郡
日
高
町
富
川
西
十
二
丁
目
六
十
九
番
地
一
〇
四

電

　話

　〇
一
四
五
六
―
三
―
〇
〇
五
〇

元

　島

　勝

　利

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

冬

澤

　
豊

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

坂

　
博

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目
六
番
四
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
五
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本　部

札幌地方中小企業団体事務長会

オホーツク中小企業団体事務長会

室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会

苫小牧地区中小企業団体事務長会

十勝地区中小企業団体事務長会

函館地区中小企業団体事務長会

道北地区中小企業団体事務長会

釧根地区中小企業団体事務長会

後志地区中小企業団体事務長会

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

会 長

村 田 京 華

飯 田 敏 勝

片 桐 崇 意

牧 　 野 　 敏 　 夫

三 日 市 　 則 　 昭

高 橋 正 幸

上 　 西 　 淳 　 一

横 　 田 　 　 治

西 川 清 光

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

間

　島

　且

　人

副
会
長

熊

　谷

　光

　祠

副
会
長

岡

　田

　和

　也

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

山

　岡

　芳

　夫

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

浜

　岡

　雄

　史

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

山

田

耕

作

副
会
長

佐

　藤

　安

　幸

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
清
田
区
清
田
七
条
一
丁
目
六
番
二
四
│
二
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
一

柿

　澤

　
　
　

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

片

　岡

　清

　三

小

　林

　
　
　晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

弁
護
士

片

　岡

　淳

　平

弁
護
士

片

　岡

　怜

　子

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sa
p
p
o
ro
c
ity
-la
w
.jp

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
a
m
c
.
j
p

日

比

泰
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札
幌
支
店

支
店
長
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有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
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ン
サ
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タ
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ト

代
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締
役

電

話

〇
一
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―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤
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澄
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S
北
海
道
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式
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社
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締
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柳

川

昭

人

〒
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6
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│
0
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2

札
幌
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中
央
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西
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目
四
│
二
二
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E
L
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八
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│
六
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F
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　（〇
一
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│
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幌
支
社

〒
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ー
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長

米

澤

直

樹

札
幌
市
中
央
区
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通
西
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丁
目
二
│
六

電
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　〇
一
一
（
二
四
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）
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〇
二
一

公
認
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島
史
資
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札
幌
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別
区
厚
別
北
三
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目
五
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三
号

電
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一
一
│
八
〇
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│
三
一
一
二

森
隆

　社
会
保
険
労
務
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事
務
所

特
定
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会
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険
労
務
士

森

　
　
　隆

　
　

吉
田
聡
税
理
士
事
務
所

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
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一
条
東
二
丁
目
十
一
│
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ノ
ー
ザ
ン
ヒ
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ズ
大
通
東
九
階
H
室

税
理
士
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中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
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a
-K
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m
u
b
.b
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b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864
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北
海
道
互
光
株
式
會
社

代
表
取
締
役

池

　田

　高

　明

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
一
番

プ
レ
ス
ト
1
・
7

　7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
五
五
五
番
㈹

F
A
X

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
七
一
七
番

観
光・ビ
ジ
ネ
ス・ご
婚
礼・ご
会
合
に

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
。

〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
七
条
十
三
丁
目
二
番
四
十
七
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
四
│
二
二
二
二

西
川
友
晴

SDGsを支持し、クリーンで安全な車両の提供と
地域貢献を目指す

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁
目
三
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
〇
―
二
二
六
六

代
表
取
締
役

元気からはじめます。

関

　
　
　崇

　博

全
国
共
同
出
版
株
式
会
社

代
表
取
締
役東

京
都
新
宿
区
若
葉
一
―
一
〇
―
三
二

電

　話

　〇
三（
三
三
五
九
）四
八
一
一

尾

　中

　隆

　夫
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〒060-0033　札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL 011-241-9341  FAX 011-207-6178
https://iword.co.jp

公式Facebook
はじめました！

アイワードは
社史・記念誌の編纂を
お手伝いします。
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札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030
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28,050円
19,140円
19,140円
16,500円
16,500円
29,370円

最大63名
最大36名
最大36名
最大45名
最大24名
最大60名

85m2
58m2
58m2
59m2
41m2
89m2

一般社団法人

13,750円
9,350円
9,350円
8,250円
8,250円
14,300円

16,500円
11,550円
11,550円
9,900円
9,900円
17,600円

2,420円
1,650円
1,650円
1,430円
1,430円
2,640円

ご利用時間は厳守してください。午後6時以降ご利用時間の延長はできません。
ご利用時間の中には、ご利用の準備及びご使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込みをいただいても、都合により延長できない場合があります。

お申込みは、利用日の6か月前の月初めから受け付けます。
受付時間は、平日午前9時から午後5時までとなっています。
所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、ご提出願います。（ホームページをご参照ください。）

延長（18時まで）
30分単位

ただし、事前にお申込みをいただきますと午後6時まで利用時間を延長（30分単位）することができます。

TEL　011-231-7141／FAX　011-231-7142
〒060-0001　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7ビル 2階

北海道中小企業会館

南北線「さっぽろ」駅から徒歩約8分／南北線「大通」駅から徒歩約9分
JR「札幌」駅から徒歩約12分
お近くの有料駐車場をご利用ください。

使用料金（消費税込み）

土曜・日曜・祝日及び
年末年始（12月29日から1月3日まで）

諸会議・研修会等
幅広くご利用いただけます
「中小企業会館」は、中小企業者のための施設です

北海道中小企業会館の貸会議室は、札幌の中心JR札幌駅から徒歩約12分という好立地にあり、植物園、
大通公園に近接するなど四季折々の景色が美しく環境に大変恵まれており、全室カーペット敷きです。
約24名～約180名様まで利用可能で、会議・研修会・勉強会・面接会場と多目的にご利用いただけます。
お申込みは6か月前の月初めから受け付けています。どうぞお気軽にお問い合わせください。

午前9時から午後5時まで
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詳しい内容については、取扱代理店または
三井住友海上火災保険株式会社までお問い合わせください。

会社経営のリスクへの備え、万全ですか？

しっかり備えるなら！

スピーディーな保険金支払い!
労災事故が発生した場合、政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払い
します。政府労災保険の認定は、保険金のお支払い条件ではありません。（＊）
（＊）メンタルヘルス対策費用特約など一部の特約を除きます。

充実した付帯サービス!
貴社の人事・労務に関するお悩みにお答えする充実の付帯サービスです。
メンタルヘルスに関わる人事マネジメントや法律・税務相談などに、専門スタッフ
が電話でアドバイスします。（すべての契約に付帯されます。）

「人事・労務相談デスク」

メリット

1 納得の保険料水準！
全国中小企業団体中央会を契約者とする団体契約のスケールメリットを活かした保険料を実現しています。

事故発生 !

労災認定を待たずに

保険金をお支払い！

メンタルヘルスサポート

法律・税務・人事労務相談

メリット

2

メリット

3

就業中や
通勤途中の
事故による
社員のケガ

使用者責任
による
高額賠償

会員事業者のみなさまが補償金・賠償金を支出する
ことによって被る損害に備えるための制度です。

従業員の安心と、経営リスクの軽減を両立！

北海道中小企業団体中央会　会員のみなさまへ

三井住友海上火災保険株式会社
札幌支店法人営業課
住所：札幌市中央区北 3条西 2丁目
TEL：011－213－3889
FAX：011－213－3891

〈ご連絡先〉
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│
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―
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〇
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台
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六
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〇
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―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー
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道南支部

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

佐

藤

雅

浩

八
雲
地
区
水
産
加
工
協
同
組
合

理
事
長

長
谷
川

　博

　之

二
海
郡
八
雲
町
落
部
五
七
四
番
地

長
谷
川
水
産
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
三
七
（
六
七
）
四
五
〇
〇
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上川支部

協
同
組
合
日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

濱

岡

雄

史

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

大

　西

　勝

　一

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

佐
々
木

　邦

　男

協
同
組
合

　旭
川
流
通
セ
ン
タ
ー

理
事
長

事
務
所

　旭
川
市
流
通
団
地
二
条
三
丁
目

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
八
―
六
七
三
〇
番

浅

　田

　
　
　寛

官
公
需
適
格
組
合

上
川
北
部
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

名

寄

市

西

一

条

南

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
三
九
六
六

常

本

照

也

旭
川
市
七
条
通
八
丁
目
右
八
号

セ

ン

ト

ラ

ル

七

条

ビ

ル

二

F

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
一
一
〇
五

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
ボ
ー
リ
ン
グ
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

　林

　英

　一

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭

川

市

上

常

盤

町

二

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

龍

後

英

幸
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上川支部

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

山

　中

　正
志
渡

留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

理
事
長

対

　馬

　健

　一

代
表
理
事

留
萌
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

原

　田

　英

　人

留

萌

市

船

場

町

二

丁

目

八

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
五
四
六
〇

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
旭
川
協
同
組
合

旭
川
市
永
山
一
条
一
丁
目
一
番
六
十
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
一
〇
〇
〇

理
事
長

髙

野

　
徹

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

武

　石

　正

　志

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐
々
木

　
　
　斉

留
萌
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
同
組
合

留
萌
市
開
運
町
三
丁
目
四
番
十
六
号

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
四
六
七
一
番

代
表
理
事

櫛

　井

　二
三
夫

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

道
北
農
業
土
木
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

コ
ス
モ
永
山
一
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
二
五
番

森

　
龍

一

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
八
―
七
七
八
八

山

本

和

則
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上川支部

菅

　原

　清
一
郎

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士旭

川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一

井

　内

　敏

　樹

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

旭
川
緑
化
造
園
協
同
組
合

旭
川
市
東
旭
川
町
共
栄
二
二
九
番
地
三

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
二
―
一
〇
一
五
番

代
表
理
事

池

生

之

弘

50



十勝支部

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

　
橋

克

弘

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

太

田

　
勝

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

帯
広
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
六
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
六
―
三
〇
二
二

山

田

幸

恵

北
の
起
業
広
場
協
同
組
合

帯
広
市
西
一
条
南
十
丁
目

　立
花
ビ
ル
二
階

〇
一
五
五
―
二
三
―
八
一
九
四

北
の
屋
台

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
字
上
佐
幌
西
三
線
四
十
九
番
地
二

電
　
話
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
四
四
四
七

F
A
X
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
六
九
五
五

藤
　
原
　
啓
　
喜

サ
ホ
ロ
畜
産
事
業
協
同
組
合
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十勝支部

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

高

橋

宣

之

帯
広
塗
装
工
業
協
同
組
合

帯
広
市
公
園
東
町
三
丁
目
十
一
番
地
六

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
二
二
―
七
七
七
〇
番

理
事
長

川
原
田
　
義
　
和

十
勝
食
肉
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
四
条
南
一
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
五
一
一
一

代
表
理
事

有

　澤

　
　
　宏

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀

帯
広
地
方
素
材
生
産
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
東
十
条
南
八
丁
目
一
番
二
十
一

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
二
二
―
二
一
〇
八

理
事
長

野

津

克

之

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
足
寄
町
北
一
条
四
丁
目
三
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

芽
室
商
工
協
同
組
合

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

代
表
理
事

家

内

裕

典

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

髙

田

晃

一

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
二
四
番
三

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明
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十勝支部

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　
し
ま
や
事
務
所

　
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
話
　
〇
一
五
五
―
二
六
―
四
八
六
四

嶋

谷

耕

治

忠
類
事
業
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
八
―
八
―
二
〇
一
一

代
表
理
事

加

藤

茂

樹

オ
ダ
ッ
シ
ュ
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一
番

代
表
理
事

植

　村

　高

　愛

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

本

健

史

南
十
勝
建
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
八
│
八
│
二
〇
一
一

高

　堂

　匠

　美

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　帯
広
支
社

支
社
長

帯
広
市
西
一
条
南
十
九
丁
目
二
番
地

T
E
L

　〇
一
五
五
│
二
五
│
三
八
八
五

大

　倉

　達

　行

〒
080－
0011

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡
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釧根支部

天

方

智

順

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

代
表
理
事

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

福
　
井
　
克
　
美

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

小

　澤

　由

　明

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

豊

田

高

明

釧
路
地
方
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
―
五
一
―
五
二
一
六
番

濱

　屋

　俊

　明

釧
路
道
路
整
備
協
同
組
合

釧
路
市
双
葉
町
一
番
六
号

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
二
―
一
七
七
〇

理
事
長

小
野
寺

　
　
　俊

釧
路
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
八
四
―
〇
九
二
五
　
　
　
　
　

釧
路
市
新
野
七
線
一
四
七
番
地
四

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
七
―
九
一
一
一

髙

橋

成

人

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

理
事
長

相

澤

　
豊

釧
路
市
鳥
取
大
通
六
丁
目
一
番
一
号

　
　
　
　
　
　自
動
車
会
館
三
階

電

　話
（
代
表
）
五
二
―
一
三
三
一

釧
路
ハ
イ
ヤ
ー
協
同
組
合
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釧根支部

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

正

宏

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　池
田
事
務
所

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

官
公
需
適
格
組
合

根
室
浜
中
地
区
採
石
事
業
協
同
組
合

根
室
市
本
町
三
丁
目
一
番
地

「
み
な
と
み
ら
い
館
二
―
D
号
」

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
二
九
―
三
五
〇
〇

代
表
理
事

西

尾

裕

司

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

代
表
理
事

武

　藤

　

　一

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平

大
樹
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

新

　田

　智

　道

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
鳥
取
南
六
丁
目
二
番
二
十
四
号

（
三
ッ
輪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
一
│
〇
三
二
一

小

　野

　裕

　司

ス
マ
イ
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
五
四
│
四
一
│
五
〇
〇
〇

北

　野

　民

　恵

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

久

　保

　裕

　之

〒
085－
0018

北
海
道
指
定

　障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　企
業
組
合

　ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
グ
ル
ー
プ

理
事
長

釧
路
市
入
舟
四
丁
目
一
番
一
号

　か
も
め
ホ
ー
ル
二
階

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
二
〇
一
六

湯

浅

　
祝

子
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釧根支部

釧
路
市
柏
木
町
五
番
三
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
八
八

代
表
取
締
役
会
長

税

理

士

青
　
木
　
孝
　
志

株
式
会
社
釧
路
第
一
経
営
セ
ン
タ
ー

ア
オ
キ
孝
志
税
理
士
事
務
所
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網走支部

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

栗

　山

　太

　郎

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

真

柳

正

裕

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

三

丁

目

七

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

網
走
管
工
事
業
協
同
組
合

網
走
市
駒
場
南
六
丁
目
一
番
八
号

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
三
―
三
三
一
七

理
事
長

中

　村

　
　
　圭

斜
里
ポ
テ
ト
協
同
組
合

代
表
理
事

斜

里

町

港

町

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
〇
九
〇
二
番

五
十
嵐

　一

　彦

協
同
組
合
美
幌
町
大
通
北
一
丁
目
商
店
街

北
海
道
網
走
郡
美
幌
町
字
大
通
北
一
丁
目

十
三
番
地

代
表
理
事

寺

田

義

博

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

事
務
所
T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

加

　藤

　雄

　市

網
走
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

網
走
市
南
四
条
西
一
丁
目
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
五
五
四
六

田

　中

　雄

　一

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

高

　橋

　秀

　昭

北
見
事
務
所

網
走
支
部
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網走支部

〒
〇
九
〇
│
〇
〇
二
一

北
見
市
北
一
条
東
三
丁
目
二
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
七
│
二
三
│
四
五
八
二

F
A
X

　〇
一
五
七
│
二
三
│
四
六
二
一

北
見
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

原

　谷

　真

　人

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明

網
走
市
廃
棄
物
処
理
協
同
組
合

監
　
事

高
　
橋
　
裕
　
二

理
　
事

小
　
堀
　
　
　
剛

理
　
事

増
　
田
　
吉
　
昭

理
事
長

小

堀

　

彰

遠
軽
地
方
自
動
車
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

紋
別
郡
遠
軽
町
学
田
二
丁
目
八
│
一
九

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
二
六
二
三

佐

　渡

　博

　夫

し
れ
と
こ
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
九
―
四
一
四
二

斜
里
郡
斜
里
町
字
中
斜
里
一
八
番
地
二
九

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
三
―
二
一
五
八

F
A
X

　〇
一
五
二
―
二
三
―
五
六
五
五

理
事
長

佐

　藤

　年

　彦

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
豊
里
五
二
七
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
四
〇
四
〇

理
事
長

寺

田

明

弘

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

紋
別
地
方
石
油
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

紋
別
市
幸
町
五
丁
目
一
番
地
二
四

電

　話

　〇
一
五
八
―
二
四
―
二
〇
六
一
番

理
事
長

薩

　田

　和

　明

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明

美
幌
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

網
走
郡
美
幌
町
字
仲
町
一
丁
目
一
四
三
番
地

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
三
―
五
〇
五
〇

髙

　橋

　清

　文

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

伊

　藤

　嘉

　高

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

大

和

三

二

八

番

六

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎
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網走支部

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

佐
々
木
儀
幸
税
理
士
事
務
所

税
理
士

網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

高

木

和

明

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

協
同
組
合
津
別
町
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
豊
永
十
八
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
│
七
六
│
二
七
三
九

清

　水

　靖

　則

小
清
水
町
委
託
事
業
協
同
組
合

理
事
長

斜
里
郡
小
清
水
町
南
町
一
丁
目
三
〇
番
四
号

電

　話

　〇
一
五
二
―
六
二
―
二
五
五
八

遠

藤

信

雄
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胆振支部

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

代
表
理
事

斉

藤

　
聡

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

門

　脇

　宏

　幸

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

代
表
理
事

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

室
蘭
市
御
崎
町
一
丁
目
七
十
五
番
地
七

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
四
―
一
五
四
七

三

浦

真

彦

伊
達
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

伊
達
市
舟
岡
町
三
三
五
番
地
二
十

電

　話

　〇
一
四
二
―
二
五
―
三
七
七
〇

代
表
理
事

萩

　野

　時

　彦
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胆振支部

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

下
谷
内

　浩

　二

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁

室
蘭
地
方
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
東
町
四
丁
目
七
番
八
号

電
話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
八
二
八
五

山

岸

靖

幸

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

理
事
長

半

澤

敏

夫

苫
小
牧
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
七
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
二
―
四
三
一
九

長

　居

　順

　一

登
別
ガ
ス
協
同
組
合

登

別

市

新

栄

町

一

番

地

三

十

九

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
五
六
八
四

理
事
長

稲

原

篤

仁

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

荒

磯

宣

久

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

井

　部

　栄
二
郎

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五

理
事
長

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
二
九
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
│
七
五
│
二
一
三
七

大

西

英

生

洞
爺
湖
舟
艇
協
同
組
合

代
表
理
事

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
高
砂
町
一
六
六
番
地

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
六
―
五
〇
二
八

澁

木

　
勉

北
海
港
湾
石
材
協
同
組
合
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空知支部

空
知
農
業
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

山

　田

　
　
　
　

〒
068

0027
ー

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

岩
見
沢
建
設
会
館
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
〇
六
二
八
番

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

新
十
津
川
道
路
管
理
協
同
組
合

〒
〇
七
三
―
一
一
〇
三

事
務
所
樺
戸
郡
新
十
津
川
町
字
中
央
八
九
番
地
四

電

　話
　（
〇
一
二
五
）七
六
―
二
六
一
一
番

F
A
X
　（
〇
一
二
五
）七
六
―
三
一
九
七
番

代
表
理
事

伊

　藤

　克

　嘉

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
三
―
六
四
八
七

理
事
長

北

澤

治

雄

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

江

本

勝

典

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

田

　端

　千

　裕

協
同
組
合

　日
専
連
美
唄

理
事
長

美
唄
市
西
一
条
南
二
丁
目
一
│
二
一

パ
ナ
プ
ラ
ザ
い
と
う
内

電 

話 

〇
一
二
六
│
六
六
│
二
〇
〇
〇

円

子

　
保

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
十
二
条
東
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
四
―
八
八
九
七

新

　川

　勝

　久
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空知支部

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

小

谷

純

也

代
表
理
事

中
　
村
　
　
　
剛

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

高

瀬

　謙

二

郎
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宗谷支部

官
公
需
適
格
組
合

　宗
谷
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
中
央
五
丁
目
七
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
二
三
―
二
七
六
七

菅

　原

　
　
　耕

宗
谷
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
四
丁
目
二
番
二
号

電
　
話
　
〇
一
六
ニ
―
三
四
―
一
五
八
八
番

小
　
谷
　
寿
　
広

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

稚
内
資
源
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
潮
見
一
丁
目
七
番
三
〇
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
三
四
三
一

吉

野

照

平
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後志支部

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

理
事
長

岩

城

直

人

副
理
事
長

花

和

嘉

貴

副
理
事
長

村

田

憲

恒

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

丸
市
新
南
小
樽
市
場
協
同
組
合

理
事
長

小

樽

市

築

港

八

番

十

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
七
―
五
〇
六
八

本

　間

　裕

　二

余
市
名
店
街
協
同
組
合

理
事
長

妹

　尾

　和

　雄

〒
〇
四
六
―
〇
〇
〇
四

余
市
郡
余
市
町
大
川
町
三
丁
目
五
八
番
地

電

　話

　〇
一
三
五
―
二
二
―
二
五
四
八

小
樽
建
設
工
業
協
同
組
合

理
事
長

三
ツ
江

　元

　治

〒
〇
四
七
│
〇
〇
二
二

小
樽
市
松
ヶ
枝
一
丁
目
六
番
一
号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
四
│
七
五
〇
七

南
小
樽
市
場
協
同
組
合

小

樽

市

新

富

町

十

二

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
三
―
〇
七
二
二

F
A
X

　〇
一
三
四
―
三
二
―
五
一
六
七

E
-m
ail:n

an
taru
@
siriu

su
.o
cn
.n
e.jp

h
ttp
://n

a
n
ta
ru
ic
h
ib
a
.o
r.jp

小
樽
蒲
鉾
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事小

樽

市

堺

町

三

│

七

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
二
│
四
二
八
〇

栗

　原

　
　
　康

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

山

田

藤

夫

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

後
志
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
倶
知
安
町
南
三
条
東
六
丁
目
二

電

　話

　〇
一
三
六
―
二
二
―
一
七
一
〇

玉

井

淑
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後志支部

小
樽
資
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小樽鱗友商業協同組合

理事長

大坂　憲之
小樽市色内3丁目10番15号
電話（0134）22－0257番
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N o . 7 9 7
2 0 2 2

01	 3 団体の令和 4年度通常総会が開催されました！

02	 石狩新港機械金属工業協同組合　創立 40周年記念式典を開催！／	
	 北海道労働局からのお知らせ

03	 2022 中小企業魅力発信セミナーを開催しました／	
	 組合運営実務講習会のご案内

04	 中小企業組合検定試験に挑戦！　〜組合制度編〜

06	 業界こぼれ話（青果業の話）

08	 ものづくり補助金 10次採択結果

10	 令和 4年度中央会助成事業の採択結果について

11	 北海道経済産業局からのお知らせ

12	 6 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ	
	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

8

○氏　名　　水内　輝（みずうち　あきら）
○所　属　　企画情報部
○出身地　　札幌市
○趣　味　　音楽鑑賞、国内旅行（鉄道）

　7月より中途採用で勤務させていただくことになりました水内輝
と申します。未経験からのスタートで至らない点等ご迷惑をおか
けするかと思いますが、中央会の一員として一日でも早くお役に
立てるよう努めて参りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

新入職員紹介新入職員紹介



０００１　函館市五稜郭町 ３３‐１

N E W S  R E P O R T  C H U O K A I

N o . 7 9 7
2 0 2 2

連
携
の
絆
を
深
め
、
輝
く
明
日
へ

3 団体の令和 4年度
通常総会が開催されました！

業界こぼれ話（青果の話）

支部だより（道南支部）

〒060-0001　北海道札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7 3階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／2022年8月1日（毎月1日発行）

＊ この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。


